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「株価データの活用方法」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱

ＪＰ法株価分析システムには、個別銘柄の株価データをテキストファイル（ＣＳＶ形
式）へ保存する機能が備わっています。

この機能を使うことによって、ＥＸＣＥＬなど他ソフトへの取り込みが可能です。
今回は、その手順を解説します。

大きく分けると、ソフトから株価データを取り出し保存する第一段階、ＥＸＣＥＬか
ら株価データを表示させる第二段階の２つに分かれます。

■第一段階
ＪＰ法ソフトから株価データを取り出し保存する

メインメニューから「株価修正」をクリックします。

次の画面が表示されます。
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銘柄コード番号の入力項目に、カーソルがピコピコと点滅していますので、
表示させたい銘柄コードを入力し、「読込」をクリックします。
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例．６５０１日立の場合
以下のようにデータが表示されます。

次に「ＣＳＶ」をクリックします。

以下の画面表示となります。

この画面では、株価データの保存先を入力します。
※何というフォルダの何という名前で保存するかきいています。

初期値は、[C:\WinJPDta]フォルダ中に[D6501.csv]という名前で保存するという設定で
す。
通常は、このままで構いませんので。「ＯＫ」をクリックしてください。

画面が消え、株価修正の画面表示となります。

これで、株価データの保存は終わりです。

「株価修正」の画面、ＪＰ法ソフトの「メインメニュー」の画面を閉じます。
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■第二段階
ＥＸＣＥＬから株価データを表示させる

[C:\WinJPDta]フォルダの中身を見ます。

色々方法はありますが、例えば、
デスクトップにあるマイコンピュータをダブルクリック、

ローカルディスクをダブルクリック

たくさんフォルダが表示されます。

この中から、[WinJPDta]を見つけてダブルクリックします。

[WinJPDta]フォルダの中身が表示されます。

この中から、[D6501.csv]を見つけダブルクリックします。
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以下のように表示されます。株価データが表示されました。

※ＸＰの初期値は、通常ＣＳＶファイルはＥＸＣＥＬと関連付けられていますので、上
記のようになると思います。
このようにならない場合は、先にＥＸＣＥＬを起動し、
[C:\WinJPDta]フォルダ中の[D6501.csv]を開いてください。

会報で解説して欲しいソフトの操作方法などがありましたらご連絡下さい。
順次、会報または弊社ホームページの「ソフト利用事例集」で紹介していきたいと思い
ます。


